
スタッフ紹介スタッフ紹介

　私たちの「脳」は、約千億個もの神経細胞（ニューロン）が約千兆個ものシナプスで連結した非常に複雑
な神経回路を、無数の活動電位と呼ばれる電気信号が伝わっていくことにより、様々な情報処理を実現して
います。私たちの「こころ」はこのような脳における高度な情報処理が生み出しているものに他なりませ
ん。本講座では、覚醒行動下の動物からの単一ニューロン活動記録や行動解析、あるいはヒトでの機能的脳
イメージング等を主な方法論として、脳における情報処理についての研究を行っています。

講座・部門紹介

講座・部門の主な研究内容
 1 ．社会的認知（顔認知・個体関係認知）・社会行動の神経機構
 2 ．視知覚・視覚認知・視覚記憶の神経機構
 3 ．前頭皮質・側頭皮質・大脳辺縁系の機能的連関
 4 ．統合失調症など精神疾患の病態解明
 5 ．睡眠・覚醒リズム制御の神経機構

研修医、臨床医入学時の研究分野
 1 ．社会的認知・社会行動の神経機構に関するヒトでの機

能的脳イメージング研究及びげっ歯類での電気生理学
的・行動薬理学的研究

 2 ．げっ歯類における前頭皮質と辺縁系の機能的連関に関
する電気生理学的・行動薬理学的研究

 3 ．げっ歯類における睡眠・覚醒リズム制御の神経機構に
関する電気生理学的・行動薬理学的研究

講座・部門からのメッセージ講座・部門からのメッセージ
　現在、最先端の脳研究から少しずつながら、私たちの「こ
ころ」を生み出す巧妙な脳の仕組みが明らかになりつつあり
ます。とくに私たちが専門とするシステム神経科学・認知神
経科学といった研究領域では、ここ過去20年くらいの間にい
くつかの大きなパラダイム・シフトがありました。これまで
に「こころ」を生み出す脳の仕組みについて多くの知見が蓄
積してきただけではなく、私たちが考える「こころ」の姿そ
のものが大きく変わりつつあります。このような現在進行形
のエキサイティングな研究にリアルタイムで参加したい方は
ぜひ一度私たちの講座にお越しください。
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灘高等学校（兵庫県）卒業
昭和60年 京都大学医学部卒業
平成元年 京都大学大学院修了
教育専門分野
１）生理学
研究分野　
１）イオンチャネル・トランスポータ
２）上皮膜輸送
３）細胞生理学

教授  挾間　章博

　生理学は、個体から構成分子まで、様々なレベルで、人体の機能を解明する学問です。それらのレベルの
蓄積された知識が有機的につながることで、真に生体機能の理解ができるといえます。疾患の原因を見つ
け、治療方法を生み出す上でも、生体機能の理解は必須です。また、臨床医学研究が、どちらかというと臓
器に特化した研究を進めていくのに対して、生理学においては、様々な生体機能に共通の原理を見つけてい
くことも特徴のひとつです。
　当講座は、生体における物質輸送の立場から、生体機能および疾患の解明をすすめています。

講座・部門紹介

 3 ．細胞防御機構
　（応用として、移植医学・再生医学における臓器保存
法開発）

 4 ．循環・脈管生理学
 5 ．宇宙生理学

研修医、臨床医入学時の研究分野
 1 ．上皮細胞の電気生理学
 2 ．細胞容積調節機能
 3 ．細胞障害メカニズム

講座・部門からのメッセージ講座・部門からのメッセージ
　基礎医学研究というと臨床医として活躍する上で縁の無
いものだと考える方も多いでしょう。しかし、現在は、基
礎医学研究の成果が疾患治療に応用できる時代です。例え
ば、細胞膜のイオン輸送が、細胞の生死に直結し、特定の
イオン輸送をブロックすることで、死に行く細胞を生存に
導くことが出来るなど、従来では予想できなかった事実が
明らかになっています。当講座では、このような研究を実
際の応用にまで進めようとしています。また、研究には年
齢は関係ありません。学部生が研究することも歓迎します
し、長年の臨床経験から、「これは不思議だな」と思うこ
とが、新しい発見につながりますので、そのような話題が
あれば、研究のお手伝いをいたします。

URL http://www.fmu.ac.jp/home/physiof2/index-j.html.

細胞統合生理学講座

システム神経科学講座

講座・部門の主な研究内容
 1 ．イオンチャネル・トランスポータ
 2 ．上皮膜輸送
　　（応用としてドライアイやドライマウスの治療法開発）

石川県立七尾高等学校卒業
平成 2 年 富山医科薬科大学医学部卒業
平成 6 年 富山医科薬科大学大学院医学系
　　 研究科修了
教育専門分野
１）神経生理学
２）システム神経科学・認知神経科学
研究分野　
１）視覚認知・記憶の神経機構（とくに顔

認知の神経機構）
２）社会的認知・社会行動の神経機構
趣味：読書・音楽鑑賞・映画鑑賞教授  永福　智志
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